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今号担当：角田、藤村、山下、和賀 

 

 

 

 

 

 

 

原水爆禁止世界大会長崎大会に参加して 

                                     名古屋青年合唱団 水野桐弥（高校２年） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「日本のうたごえ祭典

in 神戸・ひょうご」へ！ 

合唱講習会＆合同練習会

に７４名！！ 
８月３日(日) 愛知のうたごえ協議会主催

にて 2025 日本のうたごえ祭典 in 神戸・ひょうごの大音楽会企画として合唱講習会＆合同練習会を開催しました。 

日うた・大音楽会へ行く人 行けない人もみんな集まれ！と題し、午前１０時から午後８時まで長時間でしたが、各分野

別に 女性合同 シニア合同 全国合同 職場合同 青年合同と各分野で歌う曲を練習しました。参加者は全体で７４名で

した。中心に置いたのは全国合同の、「さくらさくら」「ふるさと」「新世界」。小島岳志さんの指揮で合唱講習会 として学

びました。 
５月の指揮者講習会でも講師をしていただいたので、その合唱指導にワクワクしながら参加の人たち。歌曲分析を交えな

がら、曲の詩の深いところを理解することが大事、伴奏の変化や全体の和音の重なり響きのもたらす雰囲気、この音はどん

な意味があるのだろうとたどっていくこと。ハーモニー分析のお話も興味深かったです。和声を学び直さなきゃと思いまし

た。  
難しい譜読みも、比喩や例示のお話が絶妙で、笑いもあり楽しく学べました。あっという間に時間が過ぎました。ただこ

ちらが練習が足りなくて申しわけない気持ちです。きっと消化不良の感を抱かれたことと思いますが、これに懲りずまたご

指導よろしくお願いしたいです。                 愛知のうたごえ協議会（合唱団西三河）佐藤淳 
 

名古屋青年合唱団、愛知子どもの幸せと平和を

願う合唱団ジョイントコンサート開催！ 
７月２６日、２７日に芸術創造センターにて３回公演を行い、１２００人の

お客様にご来場いただきました。ありがとうございました。 

 

 

今回の旅で私は、1945 年 8 月 9 日 11 時 2 分に長崎で何が起きた

のかを深く学びました。 

資料館の展示や当時のまま残る建造物を自分の目で見たことで、原

爆の惨状を現実として強く感じ、「伝えていかねばならない」という使

命を抱いた。そこに広がる光景は本や写真で得た知識をはるかに超

え、想像を絶するものだった。 

映像を見たときには「これが本当に地球で起きたことなのか」と疑

うほど衝撃を受けたが、これは紛れもない現実であり、すべての人が

知るべきことだと思った。 

小島岳志さんによる講習会 

子ども、大人、高齢者がいっしょに協力して作り上げ

たコンサートで両合唱団の交流と相互理解が進んだこと

はジョイントならではの成果でした。 

戦争、原爆、原発という今という時代を象徴するテーマ

の曲を演奏しました。そして最後に100人で歌った「ア

ンパンマンのマーチ」の歌詞「何のために生まれて何を

して生きるのか？」は出演者にもお客様にも大事な問い

かけとなったと思います。今は厳しく暗い時代かもしれ

ませんが私たちは「愛と勇気だけが友達さ」の言葉を胸

にこれからも愛と平和の歌を歌っていきます。子どもた

ちのためにも。   

名古屋青年合唱団 

愛知子どもの幸せと平和を願う合唱団 

佐藤俊隆 

山王神社の鳥居や被爆者の手記からも、火のすさまじさを実感した。高和生平和集会では署名活動やデモ、政治家と

の対話など多様な活動を知り、私は自分の得意な歌を通じて平和の思いを伝えたいと決意した。やはり平和こそが一

番であり、戦争も核も決してあってはならないと強く胸に刻んだこの旅だった。 

この充実した旅ができたのも皆様のカンパあってのことです。皆様のご協力ありがとうございました！ 



うたごえ新聞と私                     

私がうたごえ新聞を読み始めたのは職場の合唱団を指導されていた浜島康弘先生に勧められてからです。半分義理で読み始めたのですが

音楽の専門新聞という物は初めてで新鮮に感じました。残念ながら恩師（私が勝手にそう思っているだけですが・・・）浜島先生はお亡

くなりになりましたが、いつも配られてきたこの新聞を広げると先生の声が聞こえてくるような気がします。私のお気に入りは「歌の小

箱」と「私とこの歌」のコーナ－です。短い歌の紹介の中にその歌が持っている「ちから」のようなものが感じられ、共感のエールを送

っています。1000 回の掲載をめざし頑張ってください。     （コ－ラスかえる  藤井勝利） 

愛知・各地区合唱発表会を見て学ぼう！ 
名古屋尾張東部のうたごえフェスタ＜９月 7 日（日）尾張旭市文化会館＞ 
 

 

 

 

 

尾張のうたごえまつり 見どころ＜９月１５日（祝月）＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名古屋中 B 地区うたごえフェスティバル＜９月１５日（祝月）東文化小劇場＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★「戦後・被爆８０年 あいち平和のつどい」の成功にむけて 皆さんにお願いです！ （愛知のうたごえ・舟橋幹雄） 

今年は、戦後・被爆８０年この機会に、私たちは、広く県民の中に「核も戦争もない平和な世界を」の重要性を発信する「つどい」

を準備しています。当日は名古屋市公会堂を全館借り切って、全日に亘って大ホールでの文化企画は、偲ぶつどい、朗読劇や青年のう

たごえ、子どもと一緒にうたうステージ、フィナーレでの大合唱など見どころがいっぱいです。また各集会室での企画や展示なども盛

り沢山でお待ちしています。今回は参加費につきましては無料として、すべて賛同金を募集して開催することといたしました。 
つきましては、この平和のつどいを成功させるため、団体・個人のみなさまに、ご賛同をいただき募金にご協力をよろしくお願いい

たします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

中 B 地区は各施設にチラシ置きを例年通り行いましたが、４～５団体から出演の問合せがありまし

た。実現には至りませんでしたが、うたごえを知ってもらうためにもこれからも粘り強く進めていき

たいです。今年は尾張の合唱発表会と重なり、両方に出る人もいるので時間の組み方に苦労していま

す。昨年不参加だった「東区楽しくうたう会」はうたう会をリードしていた浜島さんが亡くなり、今

年はどうかと心配していましたが、参加してくれることになりよかったです。（武藤佳子） 

名古屋尾張東部のうたごえフェスタは、１年間を通して毎月実行委員会を開催し、地域を盛り上げて

いこうと５月にはプレ企画を実施、財政活動にもなっています。また、９月７日、尾張旭市文化会館

での本番には、初参加団体をふくめ１７団体も参加し、リハ室でのリハ、舞台でのリハ、本番と続

き、長時間ですが、楽しくにぎやかな発表会です。一度見に来てください！     （藤村記一郎） 

佐賀の興奮か 「おたまボーイズ」立ち上げ 
 合唱発表会出演の尾張うたごえまつりｉｎ稲沢。今年は昨年より３団体増えて１６団体が顔を 

揃えます。注目は、大口町おたまじゃくし（混声１６人）から男声４人が抜け出した、その名も

「おたまボーイズ」。中心になったのは、昨年、佐賀の全国祭典で荒木栄の「地底の歌」に参加し

た７０代男性。２０、３０代のころは、名青にも加わった“うたごえの猛者”だった。「あの感激

が忘れられない」と、おたまじゃくしの練習には今まで以上の力が入った。ある時、指導するアコ

ーディオン奏者、入江文子さんから「男だけでデビューしたら」の影の声が掛かり、一念発起した

ようだ。歌は「桑畑」と「心さわぐ青春のうた」の２曲。冷めやらぬ佐賀の興奮が、稲沢でも燃や

すことができるかどうか、９月１５日、稲沢市民会館、正午開演の出番が待ち遠しい。 
          （２０２５尾張のうたごえまつりｉｎ稲沢 茶原 正士） 
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